
施工巧了 

チェツクシ ー S 


♦施工完了後は、必ずむ下のポイントをチェックしてください 


確認曰 

年月曰 

確認ち 



〇□から0□を 
チェック 


クイックファスナーを 
正しく取り付けていますか 

•クイックファスナーび確実に固定されていること。 
• 給水ホースび回らないよラに持ち、クイックファ 
スナーび軽く回ること。 

•給水ホースを引っ張つ 
ても抜けないこと。 

折り曲げる 


※クイックファスナーび正しく取り付けされていな 
いと水漏れび発生するおそれびあります。 

再度、取り付け手順に従ってください。 




温水タンクに水が 
入つていまずか 

•施工完了後、本体操作部のおしりスイ 
ツチを巧すと、ノズルび出て、タンク 
にを水を始めます。約]分後、ノズル 
から水び下向さに出るとタンクに水び 
入っています。 

※ノズルの左から出る水は、圧力逃びし 
水であり、水漏れではありません。 




止水をを開け 
ていますか 

• 水道の元栓を閉めた場合 
は開けて < ださい。 

• 十分開いていないと洗浄 
強さび得られないことび 
あります。 


W^mn 


0S 



して 
いませんか 

• 水漏れびないか必ず 
確認してください。 

•水漏れしている場合は、 
必ず止水栓を閉め、再度 
正しく接続してください。 


着座センサーは 
正常に 
働さますか 

着座しないと洗ミき水び上向さ 
に出ないよラになっています。 
ポ U 袋などを便器にはさみ、 
着座センサーを手で覆ったま 
ま^ U モコンの 1*^1 または 
を巧し、洗浄水び上に 
出ることを確認してください。 


取付ボルトびゆる 
んでいませんか 

♦取付ボルトのナットは、手でしつ 
かりと締めてください。 


ポ U 袋など 


電源は入って 
いますか 

• 電源ランプは点打していますか。 




I 試運転は、必ず行ってください。 （18 ページ） 


配管方法などはイラストと異なる 
場合びありまず。 


パナソニック株式会社ランドリー.クリーナービジネスユニット 
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♦給水ホースを取り付ける . 

♦本体を取り付ける . 

♦アース線の接続♦止水栓を開ける- 

♦クッションを取り付ける . 

♦ U モコンを取り付け、電源を入れる- 
♦ひとセンサーを取り付ける . 


パナソニックホームページで 
取り付け手順を動画で公開していまず。 

panasonic.jp/toilet/ 


〇 


〇 


♦試運転 . 18 

♦こんなとさは . 19 

♦施工完了チェツクシート . 裏表紙 



19491-29202 


Panasonic 

施工説明書 


温水洗浄便座 immm 

品き DL-MF40 
DL-MF20 


〇 


〇 


ページ 

♦安全上のごま意 . 2 

♦施工の前に . 3 

♦各部の名前と同捆部品の確認 . 4 

♦施工の流れ . 巨 

♦止水栓を閉める . 8 

止水をびある場合止水栓びない場合 
♦分岐金具を取り付ける . 日 

初めて温水洗ミき便座を取り付ける場合 
既設の温水洗ミき便座から取り替える場合……10 




施工説明書をよくお読みのラえ、正しく 
安全に施工してください。特に「を全上 
のごま意」 （2 ページ）は、施工前に必ず 
お読みください。 

参施工説明書に記載されていない方法や、 
指定の部品を使用しない方法で施工さ 
れたことにより事故や損害が生じたと 
さには、当社では責任を負えません。 
♦イラストは、品番により異なる場合が 
あ0ます。 


取付 


2 3 4 4 5 6 































































































































まを上のご注意 


人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。 

■ 誤った使い方をしたときに生じるを害や損害の程度を区分して、説明しています。 


A 警告 

「死 t や重傷を負ラおそれびある内容」です。 


A 注意 

r 軽傷を負ラことや、財産の損害び発生するおそれびある内容」です。 

■ お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。 

00 

してはいけない内容です。 


〇〇 

実行しなければならない内容です。 




A 警告 

A 注意 



e 

アース線接続 


D 種接地工事を行ラ 

アースエ事びされていないと、 
漏電のとさに感電する原因。 


〇 


電源プラグは根元まで確実に 
差し込む 

差し込みび不完全ですと、感電や発熱 
による火災の原因。傷んだプラグ•ゆ 
るんだコンセントは使用しない。 

施工は、施工説明書に従って 
確実に行ラ 

説明書に従って行わないと、 

水漏れ、火災、感電の原因。 

施工は、必ず同徊部品および 
指定の部品を使用する 

指定の部品を使用しないと、 

水漏れ、火が、感電の原因。 

電気工事は、内線規程に従っ 
て施工する 

内線規程に従わないと、 

乂災、感電の原因。 

コンセントのアース端子に 
アース線を取り付ける 

アースエ事びされていないと、 
漏電のとさに感電ずる原因。 

/ QV バスルーム内など湿気の 
(0) をい場所には設置しない 

感電や火災の原因。 


0 


コンセントや配線器具の 
定格を超える使い方や、 
交流100 V 1 U がでの使用 
はしない 

たこ足配線などで、定格を超え 
ると、発熱による义災の原因。 

電源コード、電源プラグ 
を破損するよラなことは 
しない 

傷んだまま使用すると、感電や 
ショ ー トして火災の原因。 

めれた手で、電源プラグ 
の巧き差しはしない 

感電の原因。 

上水道じ1外には接続しない 

ぼラこラ炎や皮膚の炎症など 
を起こず原因。 

腐食や異物付着による水漏れ 
の原因。 

電池は誤った使い方をし 
ない 

• ©と©を逆に入れない 
•新-旧電池や違ラ種類の電 
池を一緒に使わない 
• 被覆のはびれた電池は使わ 
ない 

液漏れ•発熱■発火-破裂な 
どを起こし、火災や周囲ミち損 
の原因。 


〇 


水道工事などは、 
市町村の水道条例 
に基づいて行ラ 

条例に基づいて行わな 
いと、水漏れの原因。 

移動や施工時、 
本体を持つ 

便座-便ふたを持つと 
本体から外れ、けがを 
する原因。 


0 


本体接続部は、 

落下等でストレス 
をかけない 

ストレスをかけると割 
れび発生し、水漏れの 
原因。 


2 


施工の前に 


#!浊尉1» •本体の取り付けび完了するまで電源プラグをコンセントに差し込まない。故障の原因 
となります。 

•本体内の残水び凍結している場合は、本体を暖かい部屋に放置し、残水びとけてから 
施工する。 

• 必ず同姻の分岐金具をご使用ください。 

脚の£1 •この商品は水道水を使って検査をしています。商品を取り出す際にを少の水滴び出る 
ことびありますび、故障ではありません。 

• 使用水圧範囲は 4 日〜 73 已 kPa 、 の.己〜 7 .已 k 旨 f/cm 气です。 

•便器の種類によっては、便座脚ゴムび便器の上に載らず、びたつく場合びあります。 


■給水管の長さの確認 

同捆のフレキシブルパイプの長さは 300 mm です。 

フレキシブルパイプは切断しないでください。 

ち図の A 寸法び、 約]己〇〜 330 mm の場合は、取り付けでさます。 
上記似外で③③の場合は、 部材購入び 必要です。 

同捆のフレキシブルパイプ（給水管） 

I 300 mm 叫 

颂研研师师师リ师师研研师厕唾 ) 一□径： G 1/2 



A 


給水管 



① A 寸法が約 1 己 □〜330 
mm の場合の施工例 



して < ださい。 


③ A 寸法び約 1 50-330 mm ながの場合 ③ 給水管が短い場合 

別売品またはホームセンターなどで巿販品を またはがれない場合 

購入してください。 A 寸法び 約 1 已〇 mm しソ下 



フレキシブル 
パイプの長さ 

品番 

本体希望 
ル売倫格 

別売品 

250 mm 

AaD-HS2 已 B 

630 円 

(税扳巨 00 円） 

350 mm 

AaD-HS3 已 B 

7 已 6 円 

(税扳 720 円） 

400 mm 

^AD-HS40B 

809 円 

(税扳 770 円） 

市販品 

400 mm 社 

A 寸法の巿販品を購入してください。 


☆は、システム部材開発センター扱い（別売品）です。 
価格は 2012 年 3 月現在の希望ル売価格です。 

価格-品まは変更される場合びあります。 


ではフレキシブルパイプ 
び曲げられず、取り付け 
られません。この場合、 

9 ページを参照して<だ 
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■リモコン、ひとセンサー ( DL - MF 40 のみ） 取付位置の確認 

リモコン、ひとセンサーを取り付ける位置は、 ] 已〜]日ページを参照してください。 


■ご準備いただくもの 

^ X X 



メジャー 


プラス 
ドライパー 


モンキー 

レンチ 


バケツ-ぞラさん 


3 

















































さ部のち即と同旧部品の確認 


施工方法によっては、パッキンなど、使用しない部品があります。 



4 


够口らせ） 

•操作音について 

各スイッチを押ずと、本体より操作音び「ピッ」 
と鳴りまず。ただし、停止スイッチ、各スイッチ 
の「切」設定時の操作音は「ピー」、操作を受け 
付けないとさは「ピピピ」と鳴りまず。 


〈リモコン用〉 

⑨リモコンセット 


わ-テ■-卜山 

巧止 

面 

巧し 0 

ず 

さ 

を 

[Ml 

励 

瓦ち位 S 

W 1 〔法 

ビデ 

© 




リモコン 



U モコンホルダー 


両面 テープ 

U モコンホルダーは U モコンにセツトされて 
いまず。 


⑩取付ねじセット ⑩ 乾電池セット 



樹脂プラグねじ 
2個 2個 



愛 

浸 

単3形 




マンガン乾電池 




2個 


〈ひとセンサー用〉 （ DL - MFAO のみ) 

⑩ひとセンサーセット 


〇 


だ司] 

1 1 

1 1 


センサーホルダー 両面 テープ 


ひとセンサー 

センサーホルダーはひとセンサーにセット 
されていまず。 


⑩取付ねじセット 



樹脂プラグねじ 
2個 2個 


@乾電池セット 


单4形 

マンガン乾電池 

」 U 2個 


⑩⑩の取付ねじセツトは共用です。 


【同捆宜 P 品】同捆部品をチェックしてください。囚^ク 


辭 

口 |^加名 

数量 

チェック欄 

① 

フレキシブルパイプ(給水管） 

1 

□ 

③ 

給水ホース分岐金具付 

1 

□ 

③ 

ノ 

(ッキンセット 
'バッキン薄い黒2.日 mm 厚さ xr 
バッキン青2 mm 厚さ X 1 
ルッキン厚い:黒4 mm 厚さ XI 
スリップワッシャ -( 白 ）XI 

1 

□ 

(③の部品袋に同捆） 

④ 

取付ボルトセット 

1 

□ 

⑥ 

クイックファスナー 

1 

□ 

⑥ 

説明書セット1取扱説明書 

1施工説明書 

1 

□ 

⑦ 

スパナ 

1 

□ 

⑨ 

クッシヨンの L - MF 40 のみ) 

1 

□ 


IJ 

モ 

□ 

ン 

⑨ 

1 

J モコンセット 
リモコン 

U モコンホルダー 
両面テープ 


1 

□ 

用 

⑩ 

取付ねじセット 

1 

□ 

⑩ 

乾電池セット逆涨マンガン乾電池) 

1 

□ 


( DL-M 

二40のみ） 

ひ 

と 

セ 

ン 

サ 

1 

⑩ 

こ 

>とセンサーセット 
みとセンサー 
センサーホルダー 
両面テープ 


1 

□ 

⑩ 

取付ねじセット 

1 

□ 

用 


乾電池セット逆4あのガン乾電池) 

1 

□ 


【別売品】 けービス ルー ト扱い) 


記号 

口^加名 

部品品番※ 

数量 

@ 

目 

J 売分岐水栓•キャップセット 
(9 ページ） 
r 分岐水栓 
キャップカバー 
キャップ A 

パツキン大:黒2.5 mm 厚さ XI 

明書 J 

ADL 已 31 A - 巨 4 」S 

1 


※部品品番は予告な<変更することびありますので 
ご了承ください。 

別売品の@は、配管の状態によって必要な 
場合びあります。販売店でご購入<ださい。 


已 
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I gPKS KSQI 1 

"…出四阳粗 

固固 i 回 



下か5ナット締めび 
できない便器の場合 



下か5ナット締めが 

できる便器の場合 



今 

I リモ n ンを取り付け、電源を入れる 


今 


本化を巧り付ける 


施工 


4 

[1 E 

3ぺ一 

.ジ 


試 

運 

お 


1 

i 表お 

壬 

V 

施 

て 

完 

了 

チ 

エ 

ク 

シ 

1 

卜 

で 

確 

認 

す 

る 

J 


I ひとセンサーを取り付ける 




I アース線の接続/止水巧を開ける/クッシヨンを取り付ける 

^_ J 


今 


4 


7 


9ぺージ 



9ぺージ 



10ぺージ 



■専門業ちに依頼する 


11ページ 



8ぺージ 


ま 



※床面に止水栓 
がある場合ち 
あります。 



施工の流れ 


初めて温水洗を便座を取り付ける場合 


(給水管び短い場合} 


爵設の分緊舊島$プ】 


扇設の分 i 豎図夕 VN 


既設の温水洗を便座から取り誓える場台 


給水ホースの分岐金具を巧り付ける 


今 



止水巧を閉める 


専門業者に依頼ずる 



フラッシュバルブの響 

ジ朽 

。|止水栓びない場台 

8 


-► 

-► 

-► 

12 ペータ 
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水 
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ス 
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D 

付 

け 

る 

-► 



JJ 


V J 





















































































止水巧を閉める 


■止水栓びある場合 


り I マイナス溝 
タイプ 


-給水管 





既設の分岐水栓 
串由 



参八ンドル 
タイプ 


止水栓/ 
給水パィプ 


止水ホを 、マイナス溝 

止水栓を閉めた後、□ータンクの水を流し切ってください。 



給水管 


八ンドル 


止水栓 


( 9〜11ぺージ 


分岐を具を取り付ける 


■止水栓びない場 


A 

口 


施工については専門業者に依頼してください 


分岐金具を取0付ける 


〈分岐金具の締め付けち〉 

^9ぺージ参照 


★は、同捆部品です。 

☆は、システム部材開発センター扱い(別売品)でず。 
贷は、サービスルート扱い(別売品)です。 


^寒;ち化用の給水管(止水栓、 

( フラッシュバルブか5本体へ給水する場合 


) 

V なし)か6給水する場合；* 

I TOTO 製の場合 I 

I I MAX 製の場合 


〇水道の元をを閉める 

@給水管に分岐金具 
を取り付ける 



幅意 1 

峨り付け順'方向 
を間違わない。 


分岐金具 
■★パッキン 
八 I 盾2 mm 厚さ） 
广 U 約己 20 
n mm 
a I 
給水管 


な 


轉 

S 


-品番： 

^ AD - T 5 MF 7 NX 

( T 0 T 0 製） 


夕-〕 


‘ f パイフカッ 
，しで切断 
分岐金具への 
差込代は 
約]日 mm を 
必ず確保する。 


取付口 



〇水道の元栓を閉める 
©分岐金具を取り付ける 

■ち図の よ ラな取付□びある場合、 

アダプターは不要です。 

* 分岐□有0の場合は、別売品のアダ 
プターを取り付ける。 

* 分岐□無しの場合は、接続管を取0付ける。 

1 . フラッシュバルブ本体から接続管をかす。 

2. フラッシュバルブ巧アダプター巧り売品)を取口付ける。 

3. 分岐金具の異径アダプター側をみさぐ。 

4. アダプターに 分岐金具を接続する。 

★パ ッ キン 
(薄い:黒 2.5 mm 厚さ） 

A 分岐金具 

異径アダプター側をふさぐ 

づムパジキン'] 

-座 金アダプターに付属 
-プラグ」 

-〈☆別売品：フラッシュバルブ用アダプター> - 

フラッシュ パルブのお状などにより、使用するアダプターび異なります。 

フラッシュパルブのフラッシュバルブの止水をに、 



止水をに、分岐□び 
付いている場合 

図① 

分岐‘口 


が岐□が無い場ち 
図霞 



☆ AD - TH 343 R 


図③の A 寸法が120 mm の場さ 

☆ AD-TH484 

図②の A 寸法が120 mm 切が•で、 
普通おフラッシュバルブの場合 

☆ AD-TH502-1R(1S) 

図⑤の A 寸法が120 mm 攻かで、 
節水おフラッシュバルブの場合 

☆AD-TH347-1R(1S) 

曲がり管 

図③のように巧がり管の場合 

☆ AD-TH484-1 


詳しい取り付け方溫ホ、別売品の説明書を参照してください 


〇水道の元栓を閉める 
〇 感部を外す 

〇フラッシュバルブ用アダプター 
を取り付ける 


化粧カバーなし 
(ボルトむき出し） 



AD - K 012 SWS 


化粧 カバー あり 



AD - K 011 SWS 


-〈☆別売品：フラッシュパルプ用アダプターセット〉- 

り鬻觀 づ毅。レブ用 


声ブッシュ 
バツキン 




感部 


〇フラッシュバルブ用アダプター 
に分岐金具を取り付ける 

' 〈货) 別売品：キャップセット □に 42 A-Z 已 JS 0 卜 

行^ @ ® 

X-j パッキン(ル） 

キャップキャップ A パッキン(大）二ごぶ 

カバ-(大 ） （ 黒2.日 mm 厚さ） （使用しません） 



分岐金具 

◎取付後、水道の元柱を開けてください。ゾ 




C 12 ぺージ 

給水 ホースを 取り付ける 


8 


巧めて溫水ミ先ミき便座を取り付ける場合 


分瞄具(給ホホ-スがき)を取り付ける 


♦□ータンクの下からの給水の場合は、止水をと給水ホースの間 
に分岐金具を取0付けて<ださい。 

(フレキシブルノ（イプは使用しません） 


〇止水栓び閉まつていることを 
確認し、給水管を外す 


給水管 



□ータンク 


同描のスパナ 
または 
マイナス 
ドラィバー 


I 配管内の残水び出まずので、 

ノ くケツなどで受けてください。 


@分岐金具を止水栓に、取り付ける 

分岐金具 



嚇 ‘ 


パッキン 

(青2 mm 厚さ) 


止水栓 


〈分岐金具の締め付け方〉 


回り止めのために「プライヤー-モンキー 
レンチ等」の工具でこの部分を固定する 


手で仮締めをし、 
同個のスバナで 
締め付ける 



給水ホース 
指定場所!;(外を工具で固定したり、 
給水ホースを持って締め付けない 


★は、同描部品です。 

@は、サービスルート扱い（別売品）です。 


給水管が短い場合、給水管ががれない場合 


下記の別売品を販売店で購入してください。 


□ータンクの給水□と止水栓 
の間の距離び短<本体同描の 
分岐金具とフレキシブルパイ 
プび接続でさない場合や、給 
水管び外れない場合は、別売 
の分岐水をを下記に従つて接 
続してください。 



止水を 



〈別売品®〉別売分岐水を•キャップセット 
(品番： ADL 已 31 A - 巨 4 JS ) 

パッキンけ）]個 
^ (黒2.已 mm 厚さ） 

パッキンキャップ A (大） ] 個 
分岐水栓]個 キサッ:^か説日月書 

0水道の元栓を閉める 
@別売品の分岐水をを取り付ける 
@本体同姻の分岐金具を取り付ける 


>/贷)別売品の分岐水を 
パッキン付さ 


] 枚 



止水栓 
A 分岐金具 


杉 f ? 、就は)芦 



-@別売品の 
パツキン（大） 
(黒2.巳 mm 厚さ) 



贷)別売品の „ 

キャップカパー^ 


本体同描のフレキシ 
ブルパイプは 
使用しません. 



詳しい取り付けち法は、別売品の説明書を参照してください 




(11 ぺ-ジ T 飄取り献る)(12ぺ-ジ 

給水ホースを取り付ける1 
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既設の温水洗ミき便座か 5 取り替える場合 


分岐金具(給ホホ-ス付き)を取り付ける 


既設の分岐水栓び 
下図のタイプ® 



止水ネ全 

温水洗を便座用- 
給水パイプ 


既設の分岐水ネ全 


留一軸 


〇水道の元检を閉める 

•元栓を閉める前にガス湯;'弗器や洗濯機などを使用中の場合は止めて 
ください。 

• 閉栓後は近くの蛇□などで給水び止まつていることを確認してください。 



★は、同お部品でず。 

贷)は、サービスルート扱い（別売品）でず。 


止水栓を元に戻す場合（専門業者に依頼してください) 


止水をを元に戻せない場合 


別売分岐水を•キャップセットを i 
購入いただを、取り付けびでをます 。 i 

〈別売品@〉 ' 

別売分岐水栓•キャップセット 
(品番： ADL 己 31 A - B 4 JS ) ! 


パッキン(大 ）1 個 
(黒2.巳 mm 厚さ） 

キャップ A (大 ) 1個 I 
キャップ カバー 1個 i 



バツキン 
付さ 

分岐水栓 


1個 


説明書1枚 


© 給水パイプをがず 

給水管、 



既設の分岐水栓 


止水栓 

夕が 

給水パイプ〜 


© 既設の分岐水をを止水をからがず 

既設の分岐水栓 


止水栓 


I 配管内の残水び出ますので、 

ノ（ケツなどで受けてください。 



0止水检び閉まっていること 
を確認し、給水管をがず 



マイナスドライバー 

I 配管内の残水び出ますので、 
バケツなどで受けてください。 


〇止水检を元にもどず 




止水栓 


〇分岐金具を止水栓に、 
取り付ける 

「く分歧金具®締め付けち >1 
I 一日ページ参照 J 


* 分岐金具 





ム③!2體 


分岐水栓 
止水栓 いキン術 

，腐 

t 分岐金具 


贷)別売品の ( 

キャップ A (大) . 


贷 

別売品の 
バッキン（大） 

烦 ij 売品の(黒 2 ' 5 mm 厚巧! 
キャップカバ-扭 





( 11 ぺージ 

分岐を具を取り付ける ® 給水管の取り付け ) 


hK ッキン 

(青2 mm 厚さ) 


詳しい取り付けち剤ま、別売品の 
説明書を参照してください 



を 

を 具 
检金 
水岐 
を づ 
分るのる 
のけ栖け 
品付同付 

売り体り 

別取本取 

〇 〇 
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★は、同栖部品です。 


既設の分岐金具び 
下図のタイプ® 

my 

既設の分岐金具 

止水气瞧 

中 

温水洗を便座用 


給水パイプ 


\軸 


〇給水管をかしてか5、同個の分岐金具に交換ずる 

〔〈分岐金具の締め付けち> 一日ぺージ参照1 

給水管 接続部を傷付けない 

既設の 

/分岐金具 分岐金具 

I 給水 ホース 



觀 , 


既設の 
パツキン 



(ごま意） 

袋ナットを 
締めずざる 
とパッキン 
び切れ、水 
L 漏れしまず。 


バッキン 

(青2 mm 厚さ） 


止水を 


I 配管内の残水び出まずので、 
バケツなどで受けて<ださい。 


〇 給水管の取り付け 

•既に給水管がフレキシブルパイプや給水ホースで接続されている場合は、そのまま使用でをまず。 


同個のフレキシブルパイプを使用ずる場合 


同捆のフレキシブルパイプを使用し、接続する。 

机)))师讯师加怖)))))刪)加加)胃)4— 口径： G 1 /2 

■Mb 

フレキシブルパイプは 
• 脚ず過ざない 

•何度も巧げ直さない（がれることびありまず） 

•切断しない 

•長さび合わないときは、別売品または、ホームセンター 
などで市販品を購入してください。 


既設の給水管を使用ずる場合 


► 分岐金具側に給水管を接続し、□ータンク 
給水□にあラよラな長さに給水管を切断。 
(フレア加工している場合は、切断長さに 
守音） 

► 分岐金具への差込代は約10 mm を必ず 
確保する。 

給水管 


手洗いボール 


□ータンク 


A パッキン 
燒い黒 2.5 mm 厚さ) 


ホパッキン 

喔い:黒4 mm 厚さ) 


A 分岐金具 
止水栓 



にま意） 

□-タンクに水が入5ない、 
止ま5ないの防止をする 





にま意） 

袋ナットを 
締めずざる 
とパッキン 
び切れ、水 
漏れしまず。 


—タンク 

»ボールタップび回転しない 
よラにしっかり持って袋 
ナットを締めてくださし、。 

»ボールタップび傾いて取0 
付け6れると巧子びタンク 
側壁と干渉して止水不良の 
原因にな D ます。 


手洗いボール 
□ータンク 


袋ナット 

給水管 
A 分岐金具 
止水栓 


タンク側 
★パッキン 
健い黒 2.5 mm 厚さ） 


モンキーレンチ 
等で下から固定 



★パツキン 
喔い:黒4 mm 厚さ） 

モンキーレンチ 
等で下から固定 


12 ぺージ 


給水ホースを取り付ける 
































































































































給水ホースを巧り付ける 


〇本体への接続 

1.給水ホースの 0 U ング部にゴミびないこと 
を確認し、本体接続□に まっすぐ 差し込む。 
(ごま意）給水ホースをねじって差し&むと、 
〇リングが切れるおそれびありまず。 
(お願い）既設の給水ホースは使用しないで 
ください。（努化により水漏れの原因） 


2.クイックファスナーを給水ホースと 
本体接続部に確実に奥まで差し込む。 
( 「パチッ」と音びするまで差し込む） 



® 110 


にま意） 

先端に0リング 
び付いているこ 
とを確認ずる 
こと 


0 U ング 


@接続部 



口 


[ 



接続部にはさみ込む 


3.フックを確実に固定する 
0フック巧側を折り曲げる 
@フックつめ側をフック巧側に 
折り曲げ固定する 

( 「パチッ」と音びするまで固定する） 

折り曲げる 



フックつめ側 


フック穴側 


4.給水ホースび回らないよラに持ってクイック 
ファスナーび軽く回ることを確認する。 
※軽く回らない場合は、正しい位置に 
取0付けされていません。 



. x - fcai ; 阿-^ 

フックび閉じないとさは、@ 
接続部に確実に奥まで差し込 
まれていないため、再度クイ 
ックフ ァスナーを 差し込み直 
して < ださい。 

ノ 

給水ホースは切断しない 
給水ホースに刃物など銳利な 
ちので傷を付けない 
本体接続□に0リングび咬 
み込まないよラにまっすぐ 
に差し込む 


見やすい位置 
に回してフツ 
クを固定する 



輯く回ること 


悪い接続例 h 


※フックび確実に固定されてい 
ないとクイックファスナーび 
がれ、重大な水漏れの原因と 
なりまず。 


(お知らせ） 

給水ホースび短い場合は、 別売品を 
販売店でご購入してください。 

1300 mm 巧 AD - DL 53]-13 

2已00 mmffl AD - DL 已3 ] -2 已 

C 則売品は、給水ホースと分岐金具び別々に胃^ 
なっていまず。分岐金具側をクイックファ 
L スナーで接続してください。 


@必ず確認 

♦クイックフアスナーび確実に固定されているか確認してください。 

•給水ホースを引っ張って、本体接続□か5抜けないことを確認してくださし、。 



フックび固定されていない 
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本化を取り付ける 


下か5ナツト締めができる 
便器の場合 


〇既設便座の取り外し 

1. ナットをモンキー 
レンチなどで 
ゆるめる。 

2. ナットと 
パッキン 
を外し便座を 
取り外ず。 



便座 


(ナツトがさびてゆるまないとさは） 

• 市販のねじゆるめスプレー剤などでゆるめる。 
• 取れないとさは、金のこでボルトを切断ずる。 


© 


外ず 


本体の取0付け（同栖の取付ボルトセット使用） 

1 . 取付ボルトからナット-樹脂ワッ 
シャー. パッキン B を外ず。 

2. 取付ボルトの頭を本体裏面にある 
本体固定板の溝に差し込む。 

3. パッキン A を上に動かして、本体 
固定板と取付ボルトを仮固定ずる。 

4. 本体を便器に取り付け、取付ボルトにパッキン B 
-樹脂ワッシャーの順で取り付けた後、ナットを 
手でしっか0締め付ける。 

(お願い）工具でナツトを締め付けないでください。 



本体び便器から 
脱着でさる構造 
のため、かしび 
たつさび生じる 
ことびありまず 
び異常ではあり 
ません。 


本体 
本体固定板 


パツキン A - 
取付ボルト 


取付ボルトび長 
ずぎるとさは 

• 金のこなどで 
適当な長さに 
切断する。 



パツキン B 
樹脂ワッシャー 
ナツ 


■便ふたの後部び□ータンクにずれるまたは強く 
当たる場合 

ずれない程度に少し前に引さ 
出して取り付ける。 

■便器によつて便座び倒れやずい場合 

づ倒れない程度に少、し前に引 
さ出して取り付ける。 

本体裏面のノズル収納部び 
便器に乗り上げないように便ふ ■T 
ミ主意する。 ® を SB 


ノズル収納部 



みし前に引さ出 
して取り付ける 


下か5ナツト締めびできない 
便器の場合 


既設便座の取り外し 

固定ねじ2本を 
ゆるめ、取り外ず。 

•取り外した部品は、 

取0付け時に使用 
しまず。 


@本体固定板の取り外し 

本体裏面よ0本体固定板を取り外ず。 


.ゆるめる 
.固定ねじ 




本体脱着ボタン 
を巧しなびら 
本体固定板を持 
ち上げる。 


@本体固定ホ反の取り付け（既設の部品を使用） 


位置をみめ、取0 
外した既設部品を 
使用し、本体固定 
板を便器に取り付 
ける。 


上面化 J : 用 

固疋ち区ロロ 

(既設部品) 


0本体の取り付け 

①ち図のよラに A マー 
ク部に凹部を合わせ 

ス 

③手前を浮かせた状態 
で斜めに差し込む。 
③「カチッ」と音びず 
るまで上から巧ず。 

• コードを本体と便器 
の間にはさみ込まな 
いよラにして<ださ 
し、。 


固定ねじ 
(既設部品） 



本体を便器に施工後、本体を軽く持ち上げ、しっかりと固定されていることを確認してくださし、。 
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アース線の接続 



必ずコンセント側へ接続してください 


(アース付さコンセントでない場合は、アース 
工事を販売店にご依頼 < ださい） 




上図はアース付さコンセントの一例でず。 J 


止水柱を開ける 


各接続部びさつちりと接続されていることを確認してください。 


• 水道の元栓を閉めた場合は開けてください。 

• 手洗いボールから水びあふれたり、飛び散ら 
ない程度に止水栓の軸をゆっくり開けてくだ 
さい。 

•十分開いていないと洗ミき強さび得られないこ 
とびあります。 



クッシヨンを取 D 付ける ( DL - MF 40 のみ) 


便ふたび□ータンクに強く当たる 
場合は同栖のクツシヨンをち図を 
参考に貼り付けて<ださい。 
•貼る前に、巧れ、水分などを 
ふさ取ってから貼り付けて 
<ださい。 


裏紙 
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リモコンを取り付け、電源を入れる 


’本体の受信部側の壁などに取0付け 
ることをおすすめします。黒い天井 
や壁などでは、 U モコンからの送信 
を本体び受信しにくい場合びありま 
ず。 

' U モコンを固定ずる前にリモコンと 
本体び送受信していることを確認し 
てください。 


送信部 



受信部 


U モコンと天井の間に棚 
などの障害物びない位置 
に取0付けて < ださい。 
が 



〇リモコンの電池ふたを開け、乾電池を入れる _ 

■乾電池の破裂や液漏れを防ぐために安全上のごを意【2ス^ジ】を 
必ずお守りください。 

@電源プラグを差し込み、リモコンと本体の送受信確認をずる 

①電源プラグを差し込む 

• 本体の電源ランプび約10砂間点滅後、点打する 

③ U モコンを壁面の取り付けたい位置に合わせ、 

約] 0分け内におしりまたはビデスイツチを押ず 
• 本体の電源ランプび]回点滅と同時に本体より 

(ただし、着座センサーび検知している場合は「ピツ」と 
鳴ります） 

\ 

送受信可能な位置です。 

♦電源ランプび1回点滅しない場合は、電源プラグを差し込み直して 
取り付け位置を変更してか b 再度、送受信確認をしてください。 

©リモコン（リモコンホルダー)を壁面に取り付ける 

①リモコンか5ホルダーをがす 

• ホルダー上を指で押さえなびら 
下ち向にずらして外す 

③ホルダーを壁面にねじで取り付ける 




A . ねじ止めでさる壁材 


•各種合板 

•ビニールク□スなど 




ねじ 

I ねじ2本で壁面に取り付ける 


B . ねじ止めできない壁材 


•タイル•コンクリート 
* 石こうボードなど 

「を意」※1 


①壁面に下穴 
を友ける 
户直径己.8 mm 、 

^深さ35 mm / 

i 和 

③樹脂プラグを 
差し込む 


ねじ 


ツルツルで固い平！5な壁材（タイル) 


’壁に貼0付けた両面テープを剥びずと 
壁材を剥びずおそれびありまず。 

’表面びヴラヴラした壁面や凹己びある 
面（ク□スなど）に取り付けると U モ 
コンび落ちる場合びありまず。 


〇 1- ig 

可 

f 


両面テープ（ホルダー妻面） 



《1石こラボードの厚みは13 mm しソ上を想定しています。13 mml ； (下の石こラボードでは同おの 
樹脂プラグではま定しない場合びあります。巿販の石こラボード用プラグをお買いホめ<ださい。 

③リモコン裏面の溝をホルダー凸部に合わせて 
上か5差し込む 


④リモコンが取りがせることを確認する 
(電池交換が必要なため） 
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ひとセンサーを取り付ける 


(DL-MF40 のみ ) 


■トイレのパターンに合った位置に取り付ける（トイレの扉と便器の位置関係により異なります） 

• ひとセンサーは人(発熱体)の動さを検巧し、便ふたの開閉を自動で行います。 


〇ひとセンサーの電池ふたを開け、乾電池を入れる 

■乾電池の破裂や液漏れを防ぐために安全上のごを意【2ページ】を 
必ずお守り <ださい。 


@取付位置を選ぶ（下図参照） 



〈トイレのノ く夕ーン別、取付位置例〉 

• ひとセンサーを正しく作動させるために、トイレ内に入った時、人を確実に検巧する位置に取り 
付けてください。ひとセンサーび人を検巧すると本体から r ピッ」といラ受付音び鳴ります。 
•ひとセンサーと天井の間に棚などの障害物びない位置に取り付けてください。 

•ひとセンサーを便座の方向に向けて取り付けると誤作動する場合びあります。 

扉の対向面の壁に取り付けてください。偏が弓 I き戸の場合も同様） 

•トイレの幅び約80 cm の場合、ひとセンサーの検知幅は約40 cm になりまず。 
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©ひとセンサーと本体の送受信確認をする（位置ミ夫め） 

①本体操作部の便ふた自動開閉スイッチび「入」になっていることを確認する。 
③便ふたを閉じ、一旦トイレから外に出る。 

③1〜2分切上経過後、トイレに入り、便ふたび開くことを確認する。 


お知らせ 

•ひとセンサーび人を検ミ日すると、本体より「ピッ」と鳴ります。 


〇ひとセンサーホルダーを壁面に取り付ける 
① ひとセンサーか! 5 ホルダーをがす 

• ホルダー下を指で押さえなびら 
下ち向にず b して外す 


③ ホルダーを壁面にねじで取り付ける 




A . ねじ止めできる壁材 
•各種合ホ反 

•ビニールク□スなど 


B . ねじ止めでをない壁材 
•タイル*コンクリート 
•石こうボードなど 

「を意」※1 



ねじ 

ねじ2本で壁面に取り付ける 


①壁面に下穴 
をおける 
直径已 .8 miTiN 
深さ3己 mm / 

i 如 

③樹脂プラグをね'じ 
差し込む 



ツルツルで固し、平らな壁材（タイル) 


• 壁に貼0付けた両面テープを剥びず 
と壁材を剥びずおそれびあ0まず。 

• 表面びヴラヴラした壁面や凹己びあ 
る面（ク□スなど）に取り付けると 
ひとセンサーび落ちる場合びありま 
ず。 



《1石こラボードの厚みは13 mm じ(上を想定しています。13 mm じ(下の石こラボードでは同おの 
樹脂プラグでは安定しない場合びあります。巿版の石こラボード用プラグをお買いホめ<ださい。 


③ ひとセンサー裏面の溝をホルダー凸部に合わせて上か 5 差し込む 



④ ひとセンサーが取りがせることを確認する 
(電池交換が必要なため） 



緊 


ひとセンサーの下部を壁側に 
押しなびら上に引を上げる 
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試運面 


言す運転の前に… 水道の元栓、止水栓び開いていることを確認してください。 

(十分開いていないと洗を強さび得られないことびあります) 
給水接続部から水漏れびないかを確認して < ださい。 



〇本体個包用のポリ袋などをはさむ （便座と便器の間） 

© 電源プラグび差し込まれていることを確認する 

©漏電テストスイッチを2砂む上巧す 

漏電検知機能び作動し、電源び切れまず。（漏電ランプ点灯-電源ランプ消好） 

〇電源プラグを巧く 

• 漏電ランプび消なずることを確認ずる。 

〇 電源プラグを差す 

• 電源ランプび約] 0秒間点滅を、点灯に変わ 
りまず。 

•温水温度設定び「切」になっていることを 
確認ずる。 

0本体操作部の 

• ノズルび出て、 


本体操作部 


冷を巧ず 


本体の温水タンクに 
を水を始めます。約1分後、ノズル 
か5水び下向きに出まず。水び出な 

い場合、水道の元をまたは止水をを 
開いて < ださい。 

◎ノズルお手入れ状態になり、水は 
下向さに出まず。 



電源ランプ 
漏電ランプ 


〇リモコンのを押ず 

• ノスレび元に戻りまず。 

©着座センサーを手で覆いなび！5 


リモコンの 


または 


后 I 


I 脱臭び始まりまず。 

I ノズルを洗ミきし、約3秒をに洗ミき水び出まず。 

(着座センサーび検知していないと、洗ミき水び出ません) 


〇の 

ポ U 袋など 


を押す 


〈着座センサーを手で覆わずに本体操作部のと軒 I を押した場合〉 
ノスレびお手入れ状態になり水び下に流れます。 

一この場合、 U モコンのを巧して、ノズルび収 

納されるのを確認してください。その後、手順@ 
から試運転を行ってください。 


@リモコンの|^|1|を押す 

• ノズ J レび戻ってからノズ J レを洗ミきずる水び出まず。 


温水タンク內の高温異常について 


* 試運転の手順@の時点で、本体操作部の 
温水温度ランプの「高」と「低」び同時点 
滅している場合は、温水タンク内の高温異 
常の表おでず。 故障ではありません。 
〈この場合は…〉 

•止水栓び開いていることを確認し、電 
源プラグを抜いて約] 0分待って、再度 
手順@から試運転を行ラ。 


座 I と I S ホ1のスイッチで温度設定し、通電約已 
〜7分後に便座と洗を水のあたたかさを確認ずる 

• ポ U 袋の上から手をあて、温水び出ることを確認 
して < ださい。 

の ポリ袋をがず 


洗浄停止後、ノズル付近から水滴び落ちる 
ことびありまずび、温水タンクの水び温 
まったとさの膨張水、またはノズル内の残 
水によるをので、故障ではありません。 
(洗を後、約7〜8分） 
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こんなとをは 



本体操作部の温水温度 
ランプの「高」と「低」 
び同時に点滅する 



/ 

、 

洗ミき水び出ない 


洗ミき強さび弱い 


\ 

J 



考え5れる原因と処置方法 


参照ページ 


• 止水をび開になっていない 

• 止水をを開にずる前に電源 

プラグをコンセントに差し 

込み、温水温度設定をわった 
\ J 

► 

► 

/ \ 

止水栓び開いていることを確認し、 
電源プラグを抜いて約] 0分待つ 
て、その後、再度試運転を行ラ 
^ J 

/ S 
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\ J 

'驾契ご纖 画' 

V J 

/ \ 

掃除ずる 

^ J 

ぐ 、 

職-説鴨 
\ ) 

[ 水道の元栓び全開になっていない) ► 〔水 ii の元をを全開にずる ) 

い。〕 

止水栓び開になっていない ] 

► 

► 

,止水をを開にずる ) 

〔14〕 

□ータンクに給水中 ^ 

水び目すまるのを待つ ) 

〔- 〕 



手洗い ボールから 水はねする） ► 
_ J 


水圧び高<給水量び多い 

► 

止水栓を適量に絞る 

L J 

14 


接続部から 
水漏れずる 


電源び入らない 



〇; 


給水 ホース 先端の ifUr 
0 U ングにゴ S び^ 

付 肩 〇1」ング 


0 U ングのゴ S を取0除く 
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ナツトの締め付け力び不足 ) ►(増し締めずる 


〕日 


締め過ざによるパッキンなどの 
ずれ 


ずれをなくず 


11 


クイックファス 
ナーの差し込み 
不足やずれ 



フックび固定されていない 


y— 


確実に固定ずる 




軽く回ること， 


12 


電源日 


テストスイッチを巧した 

電源 □ 


電源プラグを抜さ 


漏電日 


などで漏電検知機能び 

扁電1 


漏電ランプび消好電踊プラグ- 

薄 

國 

V 

作動 

國 

r 

してから電源プラ J 


2 巧巧し 

/ J 


(本体の漏電ランプび点な） 

2 巧巧し 

^~ J 


グを差し込む II 

iH 
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[■(□ L - MF 40 のみ） 


ひとセンサーび 

〇 

検知しない 


、 

ノ 



>体を動かしてください 
(センヴーは熱の変化を検知する) 
>電池を入れる 


1目〜17 


天井までの仕切壁のない連なっているトイレで2台];上設置の 
場合、 U モコンで操作したとさに他の本体び誤作動ずる 


取扱説明書「保証とアフターサービス」 
の修理ごホ目談窓口にご連絡ください 



施工後のま意 


凍結するおそれのある場合や長期間 （1 週間(上）使用しない場合は、水巧さ 
をして<ださい（取扱説明書「凍結予防-長期間使用しないとさは」参照）， 
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